


八幡垣睦子―長く伝えられた布地に 生命を繕う―― 

 

出雲市の、人もまばらな田舎、ここへキルト作家、八幡垣睦子さんの出雲キ

ルト美術館がある。200 年経った古民家を改造して造ったここは、四季を通じ

てキルトの常設展が開かれている日本で唯一のキルト美術館だ。 

もともと女性服のデザイナーだった八幡垣睦子さんは 2005 年、世界キルト

専門家展で最優秀賞である作家賞を受賞した世界的なキルト作家だ。彼女は誰

かのタンスに、蔵の奥に埋もれていた着物を利用して作品をつくる。その中に

は大正時代の天皇のお召し物の寄贈を受けてつくった作品もある。大部分は江

戸時代から昭和初期の布地であることを考えると、長くて 400 年、短くとも

60〜70 年はゆうに経ったものたちだ。 

彼女の作品は華麗であるが、決して過剰ではない。節制美が感じられる訳は、

古い布地が与えてくれる重厚感のためだ。自然からデザインのモチーフを得る

彼女の作品は、自然の色合いに似ている。光によって、微妙な違いを醸し出す

色々を、精密に表現している。彼女にとって「レッド」とは、単にひとつの色

ではない。数十個のピクセルだ。 

作品一つを完成させるには、少なくとも 2〜3 ヵ月は掛かる。大作は何年も掛

かって初めて日の目を見る場合もある。彼女は作品だけではなく、証明の明る

さ、一緒に置く造形物の配置、生花まで、作品の置かれる空間全体をアートデ

ィレクティングする。美術館に脚を入れたとき、そこにある空間がひとつの作

品として心に近づいてくるのはそのためだ。美術館の傍らには、作家とお話を

しながら抹茶を楽しみことができる空間も整えている。誰かの家に遊びに来た

ようで、作品を鑑賞して、温かい茶を一杯いただき、静かで安らかな気分にな

るのだ。 

その女性の主が、しばしの間、韓国を訪問する。12 月 1 日から 3 日間、コ

エックスで開かれるキルトフェスティバルに招待作家として参加するためだ。

ここで文章でだけ紹介した八幡垣睦子さんの作品を、二つの眼で直接感じてみ

よう。 
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